
必修科目
時間数
　印刷教材時間数：162時間（課題提出回数：2回）
　面接授業（オンデマンド授業視聴）時間数：6時間

③ 精神科病院等においてチーム医療の一員としての精神保健福祉士の役割を理解する。

授業の種類

印刷教材
面接授業（オンデマンド）

【授業の目的・ねらい】

① 精神疾患の分類を把握するとともに、主な疾患の症状、経過、治療方法などについて理解する。

② 精神医療と人権擁護の歴史を学ぶとともに、精神保健福祉法における精神科病院の入院形態や医療観察法に
ついて理解し、その中での精神保健福祉士の役割と法制度の課題を理解する。

④ 早期介入、再発予防や地域生活の支援等における地域の多職種連携・多機関連携における精神保健福祉士の
役割について理解する。

次の各項目の総合評価による
・所定回数の課題提出およびその評価
・面接授業（オンデマンド授業）の全時間視聴
・面接授業（オンデマンド授業）の確認テスト結果
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授業のタイトル（科目名）

精神医学と精神医療

① 精神医学、精神医療の歴史について学ぶ

【授業全体の内容の概要】

②代表的な精神疾患とその症状、経過、予後、治療方法について学ぶ

③ 精神疾患患者の動向、医療制度改革と精神医療の動向について学ぶ

④ 精神科医療機関における治療及びチーム医療と精神保健福祉士の役割について学ぶ

⑤ 精神医療と保健福祉及び協働する職種・関係機関との連携の重要性について学ぶ


